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リサイクル燃料備蓄センターに係る使用済燃料受入れ・貯蔵数量計画  

報告書について 

 

 リサイクル燃料貯蔵（株）から、安全協定に基づき、使用済燃料受入れ・貯蔵

数量計画報告書が別紙のとおり提出されたのでお知らせします。  
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  リサイクル燃料備蓄センター周辺地域の安全確保及び環境保全に関する協定第11条第１

項の規定に基づく細則第６条第１項の使用済燃料受入れ・貯蔵数量計画について別紙のと

おり報告します。 

  



別紙 

 

令和８年度使用済燃料受入れ・貯蔵数量計画 

 

 
燃料体

の種類 

受入量 貯蔵量（年度末） 

キャスク

基数 

（基） 

燃料 

体数 

（体） 

ウラン量※ 

（トン U） 

キャスク

基数 

（基） 

燃料 

体数 

（体） 

ウラン量※ 

（トン U） 

令和８年度 
PWR 0 0 0 0 0 0 

BWR 5 345 約 60 8 552 約 96 

合計 5 
 

約 60 8  約 96 

（備考） 

※ウラン量は、端数処理（四捨五入）を実施しているため、合計が一致しない場合がある。 


